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四
四
　
（
六
三
八
）

社
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
に
つ
、

し

て
Ｈ

小
　
野

匡良

　
一
般
に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
五
年
九
月
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
火
委
員
会
総
会
で
決
定
を
み
た
経
済
管
理
改
革
の

基
軸
は
、
労
働
結
果
に
た
い
す
る
働
ら
き
手
の
物
質
的
関
心
の
利
用
強
化
、
お
よ
び
企
業
の
経
営
上
の
自
主
性
の
拡
大
に
あ
る
。
報

奨
制
度
の
改
革
も
ま
た
そ
の
重
要
な
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
物
質
的
関
心
の
利
用
強
化
と
い
う
問
題
意
識
は
、
賃

金
格
差
の
是
正
と
な
ら
ん
で
、
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
れ
を
も
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
五
六
年
の
第
二
〇
回
ソ
連
邦
共

産
党
大
会
で
提
起
さ
れ
て
以
来
、
数
年
問
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
賃
金
改
革
の
底
流
を
な
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
賃
金
改
革
を
い
わ
ぼ
そ
の
前
奏
巾
の
一
節
と
し
、
今
回
の
経
済
管
理
改
革
に
よ
っ
て
定
着
す
る
か
に
み
え
る
新
ら
し

い
経
済
管
理
路
線
は
、
物
質
的
関
心
の
利
用
強
化
と
の
関
連
で
、
賃
金
格
差
の
決
定
某
準
、
基
本
賃
金
と
報
奨
金
の
関
係
、
杜
会
的

消
班
フ
ォ
ソ
ド
の
位
置
づ
げ
な
ど
、
杜
会
主
義
的
分
配
に
か
ん
す
る
い
く
っ
か
の
束
瑛
な
理
論
的
問
題
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
だ

が
、
ソ
連
邦
の
学
界
の
現
状
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
っ
い
て
な
お
定
説
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
が
確
立
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

　
経
済
符
理
改
革
が
全
面
的
な
改
単
、
両
期
的
な
転
換
を
意
昧
す
る
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
進
行
過
程
で
提
起
さ

れ
た
右
の
よ
う
な
理
論
的
諾
問
題
の
解
明
は
、
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ



う
に
思
わ
れ
る
・
本
稿
は
、
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
を
、
そ
の
基
礎
お
よ
び
内
容
に
お
け
る
平
等
と
不
平
等
の
二
っ
の
契
機

の
統
一
の
な
か
に
も
と
め
っ
っ
、
現
実
の
展
開
が
提
起
し
た
理
論
的
諸
問
題
へ
の
接
近
の
方
向
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
の
考
察
に
入
る
に
は
、
ま
ず
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
か
、

そ
の
な
か
で
分
配
関
係
に
い
か
な
る
位
置
づ
げ
を
あ
た
え
る
か
に
っ
い
て
、
視
点
を
明
確
に
し
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
杜
会
主
義
杜
会
と
は
・
　
「
そ
れ
白
身
の
某
礎
の
う
え
に
発
謄
レ
わ
共
産
主
義
杜
会
で
は
な
く
て
、
反
対
に
、
資
本
主
義
杜
会
か
ら

ヅ
か
か
わ
ぼ
か
り
の
共
産
主
義
杜
会
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
共
産
主
義
杜
会
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
経
済
的
に
も
道
徳
的
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

精
神
的
に
も
、
こ
の
杜
会
が
で
て
き
た
母
胎
で
あ
る
旧
杜
会
の
母
斑
が
ま
だ
く
っ
っ
い
て
い
る
。
」
し
た
が
っ
て
、
　
「
共
産
主
義
は
、

そ
の
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
ま
だ
経
済
的
に
完
全
に
成
熟
し
え
て
い
な
い
し
、
資
本
主
義
の
伝
統
、
あ
る
い
は
痕
跡
か
ら
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

自
｛
で
は
あ
り
え
な
い
」
の
で
あ
っ
て
・
　
「
何
か
資
本
主
義
か
－
発
展
し
っ
っ
あ
る
も
の
」
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
な
い
。
杜

会
主
義
的
分
配
関
係
を
基
本
的
に
規
制
す
る
法
則
が
欲
望
に
お
う
じ
た
分
配
で
は
な
く
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
で
し
か
あ
り
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
・
だ
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
す
べ
て
の
範
時
と
法
則
を
、
ま
だ
そ
れ
自
身
の
菓

給
か
未
脈
於
か
共
産
主
義
の
第
一
段
階
と
し
て
の
杜
会
主
義
の
も
の
と
し
て
考
察
す
る
と
い
う
視
点
が
、
確
認
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら

な
い
。

　
　
（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
マ
ル
・
エ
ソ
選
集
、
大
月
抑
店
版
、
策
六
冊
、
　
一
七
頁
。

　
　
（
２
）
甲
＝
．
亭
…
ｒ
０
９
…
一
窒
量
二
．
員
Ｓ
Ｐ
亀
・

　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
筑
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
六
三
九
）
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四
六
　
（
六
四
〇
）

　
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
を
生
産
関
係
全
体
か
ら
切
り
は
な
し
て
、
そ
れ
自
体
を
何
か
資
本
主
義
的
分
配
関

係
の
断
片
の
直
接
的
継
承
と
し
て
と
ら
え
て
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
「
分
配
の
諸
関
係
と
諸
様
式
と
は
、
た
だ
生

産
諾
要
素
の
裏
面
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
－
…
分
配
の
仕
組
は
、
ま
っ
た
く
生
産
の
仕
組
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

…
・
－
生
産
に
た
い
す
る
一
定
の
参
加
の
仕
方
が
特
殊
な
分
配
の
形
態
を
、
っ
ま
り
分
配
に
あ
ず
か
る
そ
の
形
態
を
規
定
す
る
ｃ
」
し
た

が
っ
て
、
問
題
へ
の
接
近
の
第
二
の
基
本
的
な
視
点
は
、
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
を
ま
さ
に
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
に
規
定
さ
れ
る

も
の
と
し
て
、
そ
れ
に
固
有
で
内
在
的
な
も
の
と
し
て
考
察
す
る
点
に
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
（
３
）
　
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
」
、
山
石
波
文
庫
版
、
三
〇
五
頁
。

　
共
産
主
義
の
第
一
段
階
と
し
て
の
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
の
仕
組
、
な
い
し
は
生
産
に
た
い
す
る
一
定
の
参
加
の
仕
方
と
は
、

何
よ
り
も
、
生
産
手
段
の
共
産
主
義
的
所
有
の
未
成
熟
な
段
階
を
な
す
杜
会
主
義
的
所
有
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
る
直
接
的

生
産
過
程
に
お
げ
る
杜
会
成
員
問
の
関
係
の
総
体
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
が
、
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
を
規
定
す
る
生
産
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

段
の
杜
会
主
義
的
所
有
が
、
共
産
主
義
的
所
有
の
未
成
熟
な
段
階
を
た
す
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
（
４
）
　
こ
の
よ
う
な
閉
魎
を
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
は
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
耐
の
原
閃
の
考
察
が
、
い
く
っ
か
の
要
囚
の
…
維
列
に
終
る
例
が
多

　
　
い
こ
と
を
考
え
て
み
た
だ
け
で
も
あ
き
ら
か
だ
ろ
う
。
た
と
え
ぼ
、
モ
ス
ク
ワ
財
政
大
学
編
災
の
礼
ヘ
ム
主
栽
維
済
学
の
教
科
篶
に
は
、
労
働
に

　
　
お
う
じ
た
分
配
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
　
一
、
生
産
．
手
段
の
礼
会
主
義
的
所
有
、
二
、
牛
産
一
力
の
雅
雌
水
堆
、
三
、
牛
雌
過
秋
に
お
け
る
人

　
　
々
の
閑
係
の
作
格
、
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
（
コ
ヨ
＝
畠
焉
冥
竃
笑
畠
○
≦
；
ｏ
○
月
＝
彗
冨
≦
戸
、
。
串
弓
Ｅ
竃
巨
♂
曽
、
・
Ｈ
８
９
ｏ
｛
・
ｃ
ｏ
ｏ
９
）
、
ク

　
　
ド
リ
ャ
ー
ツ
ェ
フ
編
の
労
働
維
済
学
教
科
＾
で
は
、
　
一
、
化
帷
力
の
箏
映
水
咋
、
二
、
共
床
主
義
的
労
働
に
た
い
す
る
態
度
の
未
成
淋
仕
、
三
、

　
　
仙
人
的
物
皿
的
閑
心
、
の
三
奥
Ｎ
が
並
”
さ
れ
て
い
る
（
０
彗
＝
○
１
…
含
与
）
、
着
二
〇
〇
〇
一
）
三
９
一
ら
ｏ
レ
．
＞
・
５
、
と
）
｝
…
ｃ
墨
一
畠
雷
一
Ｓ
勺
・
９
－
胃
・
）
つ

　
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
全
人
民
的
所
有
の
確
立
は
、
他
人
の
労
働
の
搾
取
と
そ
れ
に
も
と
ず
く
生
産
物
の
私
的
所
有
の
消
減
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●



意
味
す
る
か
ら
、
　
「
こ
の
変
化
し
た
事
情
の
も
と
で
は
、
だ
れ
も
自
分
の
労
働
の
ほ
か
に
は
な
に
も
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

た
他
方
で
は
、
個
人
的
消
費
資
料
の
ほ
か
に
１
は
な
に
一
っ
個
々
人
の
所
有
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有

の
も
と
で
は
、
個
々
人
の
労
働
は
杜
会
的
共
同
労
働
の
一
環
と
し
て
し
か
あ
ら
わ
れ
え
た
い
。
だ
か
ら
、
搾
取
の
対
象
と
な
ら
な
い
、

自
己
の
天
分
や
能
力
の
発
揮
を
何
物
に
よ
っ
て
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
人
で
あ
る
結
合
労
働
者
の
労
働
は
、
こ
こ
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

「
個
人
の
天
分
が
不
平
等
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
給
付
能
力
が
不
平
等
で
あ
る
こ
と
」
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
す
な
わ
ち
い
か
な
る

規
範
に
１
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
「
能
力
に
ー
お
う
じ
て
働
ら
く
」
と
い
う
意
味
で
、
真
に
平
等
な
普
遍
的
義
務
と
な
る
。
こ
う
し
て
、

杜
会
的
労
働
へ
の
能
力
に
１
お
う
じ
た
参
加
こ
そ
が
個
人
的
生
活
資
料
の
坂
得
の
唯
一
の
条
件
と
な
る
。
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
全

人
民
的
所
有
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
生
産
手
段
の
領
有
に
か
ん
す
る
全
杜
会
成
員
の
平
等
」
を
、
し
た
が
っ
て
「
労
働
の
平
等
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

す
な
わ
ち
、
直
接
的
生
産
過
程
に
お
げ
る
平
等
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
５
）
　
マ
ル
ク
久
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
書
、
　
一
七
頁
。

　
（
６
）
　
同
右
、
　
一
八
頁
。

　
（
７
）
甲
；
．
亭
…
～
Ｏ
呈
…
望
貫
↓
．
員
Ｓ
ｏ
し
牟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
は
「
杜
会
成
員
の
必
要
の
充
足
だ
げ
で
な
く
、
す
べ
て
の
杜
会
成
員
の
完
全
な
福
祉
と
自
山
な
全
面

、
　
　
　
、

的
な
発
達
の
保
障
の
た
め
に
」
、
全
杜
会
的
規
棋
に
お
い
て
、
ま
た
「
全
杜
会
の
負
担
に
お
い
て
」
、
杜
会
的
生
産
が
計
両
的
に
発
展
す

　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
…

る
こ
と
を
規
定
す
る
。
生
産
に
た
い
す
る
参
加
の
仕
方
に
お
げ
る
平
箏
は
、
す
べ
て
の
杜
会
成
員
の
福
祉
と
全
面
的
な
発
達
と
い
う

生
産
の
目
的
に
お
け
る
平
等
を
も
意
味
す
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
（
８
）
甲
；
．
亭
…
ｒ
Ｏ
ｏ
彗
毒
一
；
一
↓
．
Ｐ
８
Ｐ
・
。
べ
・

　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
賃
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
六
四
一
）
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四
八
　
（
六
四
二
）

　
生
産
に
お
け
る
平
等
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
の
確
立
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
し
だ
い
に
成
熟
に
向
う
共
産
主
義
杜
会

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
そ
れ
自
身
の
基
礎
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
と
直
接
的
生
産
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
（
９
）

程
に
お
げ
る
こ
の
共
産
主
義
的
平
等
に
よ
っ
て
基
本
的
に
規
定
さ
れ
、
こ
の
平
等
の
契
機
を
「
平
等
な
権
利
」
と
し
て
内
蔵
す
る
。

　
　
（
”
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
書
、
　
一
八
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
杜
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
成
長
転
化
は
、
「
形
式
的
平
等
か
ら
事
実
上
の
平
等
へ
」
の
成
長
転
化
を
意
味
す
る
が
、
杜
会
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

義
的
平
等
が
「
形
式
的
平
等
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
平
等
の
内
容
に
お
い
て
、
基
本
的
平
等
で
は
あ
り
え
て
も
完
全
な
平
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
域
に
は
ま
だ
達
し
て
お
ら
ず
、
一
定
の
事
実
上
の
不
平
等
を
ふ
く
む
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
杜
会
主
義
的
平
等
の

未
成
熟
性
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
、
旧
杜
会
の
母
斑
と
し
て
の
一
定
の
不
平
等
の
契
機
が
内
在
す
る
こ
と
に
挽
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
１
１
）

れ
て
い
る
。
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
が
「
不
平
等
な
権
利
」
を
意
味
す
る
の
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
ふ
く
ま
れ
る
不

平
等
の
契
機
を
反
映
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　
（
１
０
）
　
巾
．
＝
．
当
¢
＝
匡
＝
－
Ｏ
◎
よ
＝
＝
ｏ
…
；
－
　
↓
．
Ｎ
一
　
〇
弓
Ｐ
　
｛
へ
～
・

　
　
（
ｕ
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
杏
、
　
一
八
頁
。

　
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
母
斑
的
性
格
に
関
連
し
て
、
一
般
に
事
実
上
の
不
平
等
を
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
に
の
み
帰
着
さ
せ
、

生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
全
人
民
的
所
有
な
い
し
は
直
接
的
生
産
過
程
に
は
、
不
平
等
の
契
機
を
み
と
め
な
い
見
解
が
は
な
は
だ
根

（
１
２
）

強
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
呵
よ
り
も
分
配
を
生
産
か
ら
切
り
は
な
し
て
何
か
白
立
的
な
存
在
と
し
て
と
り
あ
つ

か
う
と
い
う
、
方
法
論
上
の
根
本
的
な
欠
陥
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
（
１
２
）
　
た
と
え
ば
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ー
ノ
フ
は
、
「
レ
ー
ニ
ソ
も
マ
ル
ク
ス
も
」
、
杜
会
主
義
的
生
潅
閑
係
に
ふ
く
ま
れ
る
「
事
実
上
の
不
平
等



　
　
と
は
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
」
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
矛
盾
は
「
所
有
自
体
の
な

　
　
　
か
に
で
た
く
、
生
産
と
分
配
の
あ
い
だ
の
関
係
の
な
か
に
存
在
す
る
」
と
い
う
結
諭
を
ひ
き
だ
し
て
い
る
（
－
〈
．
○
Ｏ
｛
Ｏ
昌
畠
＝
Ｏ
Ｐ
○
昌
Ｏ
室
Ｏ
饒

　
　
笑
。
…
…
奏
姜
竃
・
昌
§
…
…
曇
一
；
；
…
彗
・
峯
５
・
…
…
…
…
・
９
一
き
…
…
－
。
、
－
；
；
二
套
・
ぞ
一
、
彗
，
，
・
き

　
　
ピ
岩
竃
一
〇
老
・
Ｈ
ｏ
９
）
。
コ
ン
ニ
ク
も
ま
た
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
に
ふ
く
ま
れ
る
不
平
等
の
契
機
は
、
「
杜
会
的
生
産
手
段
の
実
際
の
利

　
　
用
の
な
か
に
存
在
す
る
平
等
に
は
ま
っ
た
く
影
響
を
あ
た
え
な
い
」
と
主
張
し
て
、
不
平
等
の
存
在
を
分
配
の
分
野
の
み
に
倭
小
化
し
て
い
る

　
　
　
（
○
ご
畠
Ｏ
塁
２
馨
雪
…
毒
彗
二
賢
毒
套
§
・
ｃ
・
葦
。
、
寄
暑
§
；
套
妻
竃
、
。
一
客
一
二
嚢
二
弓
Ｐ
豪
、
豪
・
）
。

　
　
　
　
な
る
ほ
ど
レ
ー
ニ
ン
は
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ー
ノ
フ
が
援
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
マ
ル
ク
ス
は
、
『
平
等
」
と
か
『
正
義
』
と
か
一
般
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
つ
い
て
の
ラ
ッ
サ
ー
ル
の
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
な
不
明
確
な
文
句
を
粉
砕
し
て
、
共
産
主
義
杜
会
の
発
展
過
程
を
し
め
し
て
い
る
が
、
共
産
主
義

　
　
　
杜
会
は
、
生
産
手
段
が
個
人
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
『
不
正
義
』
の
み
を
ま
ず
絶
滅
し
な
い
わ
げ
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
消
費
資

　
　
　
料
を
（
欲
望
に
お
う
じ
て
で
は
な
く
）
　
『
仕
事
に
お
う
じ
て
』
分
配
す
る
と
い
う
そ
の
先
の
不
正
義
を
も
、
た
だ
ち
に
絶
減
す
る
こ
と
は
で
き

　
　
　
た
い
。
」
と
書
い
て
い
る
（
匝
．
二
．
；
畠
…
一
〇
呈
…
２
；
一
弓
．
畠
一
〇
弓
勺
．
お
ｏ
。
・
）
。
　
だ
が
レ
ー
ニ
ソ
は
こ
こ
で
も
、
生
産
手
段
の
私
的
資

　
　
　
本
主
義
的
所
有
と
い
う
絶
減
さ
れ
た
「
不
正
義
」
と
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
規
定
さ
れ
る
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
と
い
う
「
そ
の

　
　
　
先
の
不
正
義
」
と
を
、
決
し
て
同
次
元
の
も
の
と
は
み
な
し
て
い
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、
前
者
が
消
減
す
れ
ば
あ
と
に
は
後
者
の
み
が
の
こ

　
　
　
り
、
生
産
に
お
け
る
「
そ
の
先
の
不
正
義
」
の
存
在
を
、
後
者
の
存
在
の
前
提
と
し
な
く
て
も
よ
い
な
ど
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
わ
け

　
　
　
で
は
な
い
。

　
　
　
　
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
は
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ー
ノ
フ
ら
の
見
解
に
た
い
し
て
、
　
「
分
配
の
性
格
を
生
産
の
性
格
か
ら
切
り
は
な
す
」
と
こ
ろ
に

　
　
　
根
本
的
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く
桁
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
　
「
分
配
白
体
が
経
済
的
不
平
等
を
規
定
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ

　
　
　
か
、
所
有
関
係
に
お
け
る
維
済
的
平
雌
ｎ
体
に
た
い
し
て
形
式
的
性
格
を
付
与
す
る
」
こ
と
に
も
な
る
と
鋭
ど
く
批
判
し
て
い
る
（
声
宍
勺
昌
．

　
　
　
看
し
買
・
亭
；
昌
…
乍
一
８
８
＝
套
・
…
；
・
景
ヨ
嚢
§
し
嚢
二
・
で
・
蓑
一
。

　
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
母
斑
的
性
格
を
分
舵
の
分
野
の
み
に
帰
着
さ
せ
る
見
解
は
、
一
定
の
客
観
的
な
背
最
を
杜
会
主
義
的
生

産
関
係
そ
の
も
の
の
な
か
に
も
っ
て
い
る
。
共
産
主
義
と
杜
会
主
滋
の
発
展
段
陪
の
差
異
は
、
そ
の
端
的
な
表
現
を
「
欲
望
に
お
う

じ
た
分
配
」
に
た
い
す
る
「
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
」
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
分
配
閑
係
に
お
い
て
は
両
者
の
あ
い
だ
に
こ

　
　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
貫
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
六
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
六
四
四
）

の
よ
う
な
現
象
面
で
の
明
確
な
標
識
が
存
在
す
る
た
め
、
杜
会
主
義
的
分
配
に
お
け
る
不
平
等
の
存
在
は
誰
の
眼
に
も
あ
き
ら
か
で

あ
り
、
そ
の
反
面
、
平
等
の
契
機
は
む
し
ろ
軽
視
さ
れ
や
す
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
生
産
の
分
野
に
あ
っ
て
は
、
生
産
手
段
の
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

は
、
共
産
主
義
の
も
と
で
も
杜
会
主
義
の
も
と
で
も
形
式
的
に
は
同
一
の
全
人
民
的
所
有
の
形
を
と
り
、
ま
た
直
接
的
生
産
過
程
に

お
い
て
も
「
能
力
に
お
う
じ
て
働
ら
く
」
と
い
う
原
則
が
共
通
で
、
両
段
階
の
あ
い
だ
に
分
配
の
分
野
の
そ
れ
と
同
程
度
に
明
確
な

現
象
面
で
の
標
識
が
存
在
し
な
い
た
め
、
平
等
の
契
機
は
た
や
す
く
認
識
さ
れ
え
て
も
、
不
平
等
の
契
機
は
と
も
す
れ
ぼ
看
過
さ
れ

る
と
い
う
結
果
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　
　
（
１
３
）
　
本
稿
で
は
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
集
団
的
協
同
組
合
的
所
有
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
国
民
経
済
全
体
に
お
け
る
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
が

　
　
考
察
の
対
象
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
経
済
全
体
に
拷
遍
的
な
所
有
形
態
、
す
な
わ
ち
全
人
民
的
所
有
の
み
を
考
慮
に
入
れ
る
と
い
う
抽

　
　
象
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
、
　
「
分
配
を
生
産
様
式
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
し
て
考
察
し
と
り
あ
っ
か
い
、
し
た
が
っ
て
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

主
義
を
お
も
に
分
配
を
中
心
と
す
る
も
の
の
よ
う
に
説
明
す
る
や
り
か
た
」
は
、
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
に
か
ん
す
る
二
っ
の
正
し

く
な
い
考
え
方
に
、
容
易
に
み
ち
び
き
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
一
方
で
は
、
そ
れ
は
労
働
に
お

う
じ
た
分
配
が
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
規
定
さ
れ
た
杜
会
主
義
に
固
有
な
分
配
法
則
で
あ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
な
い

で
、
こ
れ
を
何
か
資
本
主
義
的
分
配
関
係
の
断
片
の
直
接
的
遺
産
と
み
な
し
た
り
、
共
産
主
義
へ
の
移
行
は
分
配
閑
係
の
み
に
か
か

わ
る
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
認
し
た
り
し
て
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
法
則
の
貫
微
で
は
な
く
、
そ
の
制
約
を
意
味
す
る
よ

う
な
平
雀
主
義
的
分
配
の
主
張
に
似
斜
し
て
ゆ
く
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　
（
１
４
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
篶
、
二
二
八
、



　
他
方
で
は
、
そ
れ
は
杜
会
主
義
的
全
人
民
的
所
有
か
ら
も
ぎ
と
っ
た
旧
杜
会
の
母
斑
を
、
企
業
や
職
場
と
い
っ
た
生
産
者
集
団
の

孤
立
性
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
や
職
場
の
孤
立
性
を
全
人
民
的
所
有
に
対
置
さ
せ
、
こ
れ
を
不
当
に
強
調
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

る
考
え
方
に
１
み
ち
び
く
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
す
れ
ぼ
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
は
不
平
等
の
契
機
を
微
塵
も
ふ
く
ま
な

い
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
全
人
民
的
所
有
の
枠
さ
え
維
持
さ
れ
る
な
ら
、
労
働
の
結
果
に
た
い
す
る
生
産
者
の
物
質
的
関
心
の
利

用
の
い
か
な
る
強
化
も
、
あ
る
い
は
報
奨
制
度
の
い
か
な
る
拡
大
も
、
資
本
主
義
的
分
配
関
係
や
資
本
主
義
的
私
的
所
有
に
道
を
ひ

ら
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
母
斑
的
性
格
を
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
全
人
民
的
所
有
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
生
産
過
程
に
お
け
る
杜
会
成
員
問
の
関
係
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
問
題
へ
の
接
近
方
法

は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
賃
金
政
策
や
経
済
管
理
政
策
の
検
討
に
と
っ
て
煎
要
な
実
践
的
意
味
を
も
つ
と
考
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
（
１
５
）
　
た
と
え
ば
コ
レ
ソ
フ
は
、
「
杜
会
主
義
的
所
有
の
主
要
な
内
谷
は
…
…
…
生
産
者
の
諦
炎
団
の
孤
立
阯
と
結
合
し
た
全
人
民
的
取
得
閑
係
」

　
　
　
に
あ
る
と
視
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
企
人
火
的
所
有
と
諦
茱
…
の
孤
立
忙
の
結
合
と
い
う
一
一
一
ｎ
葉
で
、
　
実
は
両
者
を
対
置
さ
せ
て
い
る
（
○
Ｑ

　
　
Ｏ
Ｏ
＝
Ｏ
軍
５
窒
望
（
Ｏ
＝
○
…
；
¢
臼
く
〇
三
ｃ
・
Ｐ
尻
Ｏ
＝
の
８
£
自
■
一
竈
書
戸
、
ん
巾
○
目
勺
○
Ｏ
匡
２
〈
○
＝
Ｏ
…
自
く
＝
、
，
一
き
戸
Ｈ
８
Ｃ
〇
一
８
０
．
Ｈ
Ｈ
Ｏ
◎
・
）
。
　
こ
れ
に
た
い
し
て
、

　
　
牛
帷
子
段
の
杜
八
ム
主
義
的
八
上
人
Ｎ
的
所
有
〔
体
に
、
社
会
主
義
的
分
配
を
槻
定
す
る
平
箏
と
不
平
箏
の
二
っ
の
焚
機
を
み
よ
う
と
す
る
ク
ロ
ン

　
　
　
ロ
ー
ド
が
、
　
「
企
業
の
維
済
的
孤
ｔ
性
が
生
雌
手
欣
の
領
有
１
１
竹
理
ｎ
体
に
も
お
よ
ぶ
な
ら
ぼ
、
っ
ま
り
後
考
が
企
人
尺
的
（
企
旧
家
的
）
な

　
　
も
の
で
な
く
な
り
、
仙
々
の
企
茱
（
生
唯
単
代
）
、
企
業
災
川
咋
々
の
独
｛
を
形
成
す
る
に
い
た
る
た
ら
ぼ
、
そ
れ
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
礼

　
　
八
ム
主
推
的
作
格
を
う
し
な
う
こ
と
に
な
る
」
と
主
振
し
て
い
る
の
は
、
沁
〔
に
あ
た
い
す
る
（
｝
＝
台
ｏ
＝
勺
○
ン
ｃ
Ｕ
責
ｏ
＝
匡
目
９
昌
…
弓
冥
○
箏
９
｛
９

　
　
＝
○
…
＝
８
…
彗
曇
§
Ｌ
８
９
ｏ
↓
勺
．
８
・
。
．
）
。

二

杜
会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
お
よ
び
そ
れ
に
規
定
さ
れ
る
生
産
閑
係
の
総
体
は
、

　
　
杜
会
主
義
的
分
配
閑
係
の
本
貫
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
定
の
発
展
水
一
準
に
あ

　
（
六
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
六
四
六
）

る
生
産
力
を
そ
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
欲
望
に
お
う
じ
た
分
配
を
物
質
的
に
保
障
す
る
よ
う

な
生
産
物
の
潤
沢
さ
が
な
お
確
保
さ
れ
え
な
い
点
に
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
原
因
を
も
と
め
よ
う
と
す
る
主
張
が
し
ぼ
し
ぼ
な

　
　
（
１
６
）

さ
れ
る
。
げ
れ
ど
も
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
物
の
量
的
制
約
性
や
生
産
力
の
発
展
水
準
は
、
そ
れ
白
体
と
し
て
は
、
欲
望
に

お
う
じ
た
分
配
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
窮
概
的
に
物
質
的
に
条
作
づ
げ
る
と
し
て
も
、

欲
望
に
お
う
じ
た
分
配
の
不
可
能
性
や
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
必
然
性
を
直
接
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
杜
会
主
義
の
も
と

で
の
生
産
力
の
発
展
水
準
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
ふ
く
ま
れ
る
不
平
等
の
契
機
を
規
定
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ

れ
を
っ
う
じ
て
の
み
、
杜
会
主
義
的
分
酎
閑
係
の
母
班
的
性
格
の
物
質
的
某
礎
を
な
す
の
で
あ
る
。
で
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義

的
所
有
は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
牛
産
力
の
発
展
水
準
に
照
応
す
る
ど
の
よ
う
な
不
平
等
を
ふ
く
み
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
杜
会
主

義
的
分
配
の
母
斑
的
性
格
を
規
定
す
る
の
か
。

　
　
（
１
６
）
　
た
と
え
ぼ
オ
ブ
ロ
ム
ス
カ
ヤ
は
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
冊
の
法
則
の
「
必
然
性
は
、
牛
咋
子
段
の
祉
会
的
所
有
お
よ
び
欲
｝
に
お
う
じ
た

　
　
分
配
に
は
不
十
分
た
杜
会
灼
総
牛
床
物
廿
、
…
…
さ
ら
に
働
ら
き
手
の
ｎ
己
の
労
働
の
結
火
に
た
い
す
る
物
貰
的
閑
心
に
よ
っ
て
姐
定
さ
れ
て

　
　
　
い
る
。
」
と
讐
い
て
い
る
（
＝
．
○
ひ
！
Ｏ
と
Ｇ
♂
亭
ン
ぎ
弓
？
雪
■
宰
竃
曽
ｃ
Ｕ
雪
…
↓
Ｏ
「
９
０
黒
一
＝
＝
○
Ｏ
…
・
１
望
♂
＝
Ｏ
≦
一
考
臼
♂
当
宍
Ｐ
弓
弓
○
？
ヨ
Ｏ
Ｏ
貝
＝
與
自
－
１

　
　
窒
戸
岩
軍
８
ｐ
Ｈ
９
）
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
主
張
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ヘ
の
手
紙
（
一
八
九
〇
年
八
月
五
□
付
）
を
ひ
き
あ
い
に
だ
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多

　
　
い
。
た
し
か
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
こ
の
手
紙
の
た
か
で
「
将
来
の
朴
ヘ
ム
に
お
け
ろ
牛
床
物
の
分
削
」
に
、
．
Ｈ
及
し
て
、
　
「
分
舳
の
仕
方
は
浪
本
的

　
　
に
は
げ
っ
き
ょ
く
分
配
す
べ
き
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
に
ょ
っ
て
き
ま
ろ
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
む
ろ
ん
生
唯
と
社
八
ム
糾
織
と
の
遊
歩
に

　
　
　
っ
れ
て
焚
化
す
る
か
ら
、
分
肥
の
仕
方
も
た
ぶ
ん
坐
化
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
」
を
桁
摘
し
て
い
る
（
マ
ル
・
エ
ソ
迷
集
、
糀
八
冊
、
二
三

　
　
五
頁
）
。
　
し
か
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
の
こ
の
一
節
は
、
牛
帖
物
批
に
端
的
に
大
枇
さ
れ
る
牛
帷
力
の
弁
災
水
作
が
一
定
の
分
削
方
法
の
物

　
　
賃
的
某
礎
を
た
す
と
い
う
煎
味
で
、
こ
れ
を
「
桃
木
的
に
け
っ
き
ょ
く
」
概
定
す
る
こ
と
を
桁
揃
し
て
い
ろ
の
で
あ
っ
て
、
社
へ
以
主
義
の
も
と

　
　
で
の
牛
唯
物
の
量
的
制
約
性
な
い
し
は
生
咋
力
の
推
災
水
準
が
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
肥
の
必
然
性
を
直
按
姐
定
す
ろ
な
ど
と
い
う
こ
と
を
主



　
　
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
た
い
。

　
　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ク
ニ
ロ
ー
ド
は
、
「
麦
力
の
発
笑
準
の
不
十
分
さ
は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
欲
望
に
お
う
じ
た
分
配
の
た
め
の

　
　
条
件
が
な
差
い
か
を
説
明
す
る
・
げ
れ
ど
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
に
っ
い
て
は
ま
だ
何
も
語
一
て
い
な
い
。
一
と
正

　
　
し
く
指
摘
し
て
い
る
一
羊
言
一
妻
し
馨
量
目
…
…
婁
き
套
・
…
・
。
量
暮
竃
し
婁
。
オ
勺
・
墓
、
§
・
一
。

　
資
本
主
義
の
も
と
で
の
生
産
力
の
発
展
は
、
生
産
の
杜
会
的
性
格
に
生
産
手
段
の
所
有
形
態
が
照
応
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
、

生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
へ
の
移
行
に
み
ち
び
い
た
。
だ
が
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
力
の
発
展
水
準
、
し
た
が
っ
て
ま

た
生
産
の
杜
会
化
の
程
度
が
、
ま
だ
個
々
の
杜
会
成
員
が
一
生
涯
あ
る
い
は
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
、
一
定
の
職
業
や
職
種
に
、

あ
る
い
は
一
定
の
部
門
や
企
業
に
固
定
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
段
階
に
あ
る
と
き
に
は
、
し
た
が
っ
て
、
　
「
個
人
が
分
業
に

奴
隷
的
に
従
属
証
一
と
い
う
・
杜
会
的
分
業
に
お
け
る
旧
杜
会
の
母
斑
が
ま
だ
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
一
っ
の
問
崇

生
ず
焚

　
　
（
１
７
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
抑
、
　
一
九
頁
、

　
　
一
讐
為
に
お
う
じ
た
分
配
の
物
絡
雑
彩
成
し
う
る
よ
う
隼
産
力
の
籏
奈
而
題
に
し
て
、
コ
ル
ガ
ー
ノ
フ
は
、
「
た
と
え
ば

　
　
　
土
地
と
い
う
よ
う
汽
然
牢
字
崇
刷
誘
稿
を
、
人
逃
の
為
用
具
一
機
械
一
秦
一
藷
稿
蒜
ず
る
よ
う
に
た
っ
た
鱗
、

　
　
　
工
茱
が
主
疫
な
郁
門
と
た
り
、
土
地
が
主
焚
な
牛
帷
手
段
で
あ
る
農
茱
は
後
斌
に
し
り
ぞ
く
よ
う
な
段
陪
」
の
生
雌
力
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る

　
　
　
９
＝
一
董
三
。
ｐ
昏
一
５
…
…
二
暮
ト
一
り
箪
事
筆
一
。
芝
ろ
ん
、
采
主
藷
生
簡
係
か
ら
社
会
主
藷
素
蝶

　
　
　
へ
の
移
行
は
・
工
業
が
主
芸
閉
差
る
よ
う
宋
劣
の
一
・
…
度
の
震
を
物
鵠
条
什
と
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
工
蒙
憲

　
　
　
の
社
八
花
に
お
い
て
は
た
す
決
定
的
稀
の
ゆ
え
で
あ
っ
て
、
走
の
抜
術
的
諜
で
ど
の
よ
う
な
実
毒
秦
一
請
稿
を
は
た
す
か

　
　
　
と
い
う
間
魎
は
、
杜
会
主
義
へ
の
移
行
や
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
に
た
い
し
て
直
按
的
閑
逃
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
コ
ル
ガ
ー
ノ
フ
の
緒
は
・
実
は
詔
に
お
う
じ
た
語
の
内
宴
、
素
物
に
体
化
さ
れ
た
為
に
お
う
じ
た
亀
と
み
享
彼
の
謙

　
　
　
と
・
密
按
に
緕
び
っ
い
た
も
の
の
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
実
際
も
し
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
た
ら
ぱ
、
農
業
の
よ
う
に

　
　
　
　
杜
会
主
藷
分
配
関
係
の
森
に
つ
い
て
一
小
野
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
一
六
四
七
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
十
五
巻
．
第
五
．
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
六
四
八
）

　
　
　
白
然
的
要
素
が
牛
産
に
お
い
て
第
一
義
的
役
割
を
は
た
す
と
い
う
条
件
の
も
と
で
は
、
生
産
物
に
体
化
さ
れ
価
値
的
評
価
を
う
げ
た
労
働
に
お

　
　
　
う
じ
た
分
配
は
、
実
際
の
生
き
た
労
働
の
支
山
に
お
う
じ
た
分
配
か
ら
、
は
る
か
に
か
け
は
な
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
か

　
　
　
ら
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
は
こ
こ
で
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
力
の
発
展
水
準
は
、
な
お
種
々
の
職
業
や
職
種
問
、
あ
る
い
は
部
門
や
企
業
さ
ら
に
は
職
場
問
に
か

な
り
の
技
術
的
不
均
等
が
あ
る
状
態
を
脱
却
す
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
職
業
や
職
種
、
あ
る
い
は
部
門
や
企
業
さ

ら
に
は
職
場
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
、
全
人
民
的
所
有
の
も
と
に
あ
る
生
産
手
段
の
配
分
と
使
用
に
お
げ
る
か
な
り
の
技
術
的
不
均
等

性
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
の
も
と
で
は
、
個
人
は
生
産
過
程
に
お
い
て
一
定
の
生
産
手
段

に
固
定
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
は
、
生
産
手
段
の
配
分
と
使
用
に

お
げ
る
技
術
的
不
均
等
性
を
、
生
産
手
段
の
利
用
に
か
ん
す
る
杜
会
成
員
問
の
関
係
と
し
て
恒
常
化
し
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

そ
こ
で
の
杜
会
経
済
的
不
平
等
を
規
定
す
る
。
生
産
手
段
の
利
用
と
は
生
産
手
段
の
所
有
の
一
側
面
で
あ
り
、
そ
の
経
済
的
実
現
に

ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
は
、
生
産
手
段
の
利
用
に
か
ん
す
る
杜
会
主
義
的
所
有
に
お
げ
る
不
平

笠
の
内
容
を
な
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
１
９
）
　
牛
昨
子
段
の
共
唯
主
兼
的
所
有
と
Ｋ
別
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
杜
会
主
義
的
所
有
の
「
根
本
的
特
殊
性
」
を
、
　
「
祉
会
的
に
こ
と
な
っ
た
生

　
　
唯
考
グ
ル
ー
ブ
に
よ
る
、
企
人
Ｎ
的
牛
唯
手
股
の
利
川
に
お
け
る
小
尖
上
の
非
敵
対
的
不
平
作
閑
係
」
に
兄
川
す
考
え
方
は
、
ソ
連
邦
で
も
数

　
　
年
汕
ク
ロ
ソ
ロ
ー
ド
に
よ
っ
て
捉
起
さ
れ
た
が
（
声
一
台
Ｏ
＝
℃
Ｏ
ト
○
昌
Ｏ
昌
○
Ｏ
｛
Ｏ
＝
竃
○
お
↓
団
０
…
Ｏ
Ｏ
○
…
Ｏ
昌
Ｏ
…
Ｏ
＝
笑
○
＝
Ｏ
≦
王
雪
彗
饒

　
　
・
リ
買
○
＝
レ
彗
〉
秀
＝
；
Ｏ
Ｏ
…
竃
畠
董
一
、
。
巾
Ｏ
｛
○
Ｏ
匡
笑
Ｏ
＝
Ｏ
１
…
皇
，
，
一
き
ト
宕
竃
一
〇
｛
．
－
冨
．
）
、
そ
れ
ほ
ど
倣
力
な
支
特
を
え
る
に
い
た

　
　
　
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ぼ
コ
ン
ニ
ク
は
、
　
「
ク
ロ
ソ
ロ
ー
ド
の
よ
う
に
、
　
『
再
牛
雌
の
企
＾
而
に
お
け
る
礼
会
経
沽
的
差
連
」
を
、
椰
々
の
分

　
　
野
に
お
け
る
労
働
の
技
術
共
嚇
皮
の
水
準
の
ち
が
い
か
ら
み
ち
び
き
だ
す
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
社
ヘ
ム
維
済
的
差
違
は
牛
峠
閑
床

　
　
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
の
み
乍
じ
う
ろ
も
の
で
あ
る
か
ら
。
」
と
の
べ
て
、
反
楡
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
　
へ
○
ひ
　
○
Ｏ
＝
８
＝
○
≦
　
ｃ
・
竃
＝
Ｏ
≦
三
〇
冥
○
≦



　
　
ｃ
・
彗
弓
§
…
妻
螢
、
、
雰
弓
…
き
昌
…
宍
雪
，
、
－
６
Ｈ
Ｌ
嚢
二
・
Ｐ
豪
・
）
。

　
　
　
ク
ロ
ソ
ロ
ー
ド
は
そ
の
近
著
の
な
か
で
、
　
「
勤
労
者
の
一
定
の
杜
会
的
諸
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
本
質
的
に
こ
と
な
っ
た
種
類
の
労
働
、
の
系

　
　
統
的
逐
行
は
、
…
…
労
働
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
差
逮
が
杜
会
経
済
的
性
格
を
お
び
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
と
記
し
て
お
り
（
曽
．

　
　
吾
昌
享
Ｃ
・
彗
…
。
…
嚢
♂
；
６
一
…
；
…
竃
隻
一
萎
三
Ｐ
・
一
Ｓ
・
一
、
二
で
は
、
杜
会
経
済
的
差
違
を
技
術
装
備
度

　
　
か
ら
み
ち
び
き
だ
し
て
い
る
と
い
う
批
判
は
あ
た
ら
な
い
。
げ
れ
ど
も
、
彼
は
問
題
を
主
と
し
て
労
働
の
異
質
性
の
問
題
と
し
て
提
起
し
て
お

　
　
り
・
生
産
の
杜
会
化
の
間
題
と
し
て
、
ま
た
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
の
問
題
と
し
て
、
明
確
に
定
式
化
さ
れ
た
形
で
提
起
し
な
か

　
　
っ
た
。
コ
ン
ニ
ク
ら
多
数
の
批
判
を
招
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
に
は
、
そ
の
基
本
的
内
容
と
し
て
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
エ

ソ
ゲ
ル
ス
は
・
「
人
問
の
労
働
が
ま
だ
あ
ま
り
生
産
的
で
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
必
要
な
生
活
資
料
を
こ
え
て
わ
ず
か
な
剰
余
し
か

侠
給
し
な
か
っ
た
あ
い
だ
は
、
牛
産
力
を
増
大
さ
せ
、
交
目
勿
を
拡
張
し
、
国
家
と
法
を
発
展
さ
せ
、
芸
術
と
科
学
を
創
造
す
る
こ
と

は
・
分
業
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
分
業
は
、
単
純
な
手
労
働
に
従
事
す
る
大
衆
と
、

労
働
の
指
揮
や
商
業
や
国
務
に
し
た
が
い
、
の
ち
に
は
ま
た
芸
術
や
科
学
に
・
た
ず
さ
わ
っ
た
少
数
の
特
権
者
と
の
あ
い
だ
の
大
き
な

分
業
を
某
礎
と
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
分
業
の
も
っ
と
も
簡
単
な
、
も
っ
と
も
自
然
生
的
な
彬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

態
が
・
ま
さ
に
奴
隷
制
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
「
階
級
区
分
の
基
礎
に
あ
る
の
は
、
分
業
の
法
則
で
あ
る
Ｃ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ

こ
で
分
業
の
基
礎
を
た
す
と
さ
れ
る
少
数
の
特
権
者
と
単
純
労
働
に
従
事
す
る
大
衆
の
あ
い
だ
の
「
大
き
な
分
業
」
と
は
、
労
働
の

内
容
に
っ
い
て
み
れ
ぼ
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
あ
い
だ
の
分
業
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
（
２
０
）
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
楡
」
、
岡
＾
文
咋
版
、
嫡
二
冊
、
三
四
五
頁
。

　
　
（
２
１
）
　
向
右
、
四
八
七
頁
。

　
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
あ
い
だ
の
分
業
は
、
階
級
区
分
の
某
礎
を
な
す
分
業
の
体
系
の
な
か
で
陪
級
的
対
立
を
は
ら
ん
だ
分
業

　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
貫
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
六
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
六
五
〇
）

と
し
て
発
展
す
る
が
、
両
者
の
対
立
は
資
本
主
義
的
機
械
制
大
工
業
の
も
と
で
最
高
の
段
階
を
画
す
る
。
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

も
と
に
お
い
て
は
、
　
「
生
産
過
程
の
精
神
的
力
能
が
手
労
働
か
ら
分
離
す
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
力
能
が
労
働
に
た
い
す

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
資
本
の
権
力
に
転
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
…
…
機
械
を
基
礎
と
し
て
建
て
あ
げ
ら
れ
た
大
工
業
に
お
い
て
完
成
さ
れ
る
。
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

空
虚
な
個
々
の
機
械
労
働
者
の
細
目
的
熟
練
は
、
機
械
体
系
中
に
体
化
さ
れ
て
い
て
機
械
体
系
と
と
も
に
『
雇
主
』
の
権
力
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

科
学
や
雇
大
な
自
然
諸
力
や
杜
会
的
集
団
労
働
に
く
ら
べ
れ
ぼ
、
と
る
に
た
ら
ぬ
付
随
物
と
し
て
見
る
影
も
な
く
な
る
。
」
精
神
労
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
肉
体
労
働
の
あ
い
だ
の
分
業
は
生
産
過
程
に
お
げ
る
階
級
的
対
立
関
係
と
し
て
完
成
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
っ
て
、
労
働
に
た
い
す
る

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

資
本
の
権
カ
ヘ
の
精
神
労
働
の
転
化
に
は
、
肉
体
労
働
の
見
る
影
も
な
い
内
容
空
虚
さ
が
照
応
す
る
。

　
　
（
２
２
）
　
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
、
青
木
文
庫
版
、
第
三
分
冊
、
六
八
五
頁
。

　
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
が
こ
の
よ
う
に
杜
会
の
階
級
区
分
の
基
礎
を
な
し
、
階
級
的
対
立
関
係
と
し
て
完
成
さ
れ
る
の
は
、

そ
れ
が
生
産
手
段
の
私
的
所
有
と
結
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
だ
か
ら
生
産
手
段
の
杜
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

的
全
人
民
的
所
有
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
精
神
労
働
は
労
働
に
た
い
す
る
資
本
の
権
力
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
の
で
あ
っ
て
、
「
人

問
は
、
自
分
自
身
の
杜
会
関
係
の
主
人
と
な
る
ゆ
え
に
、
ま
た
そ
う
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
や
は
じ
め
て
自
然
に
た
い
す
る
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

識
的
な
、
ほ
ん
と
う
の
主
人
と
な
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
精
神
労
働
は
白
然
に
た
い
す
る
労
働
の
権
力
に
転
化
す
る
。

　
　
（
２
３
）
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
」
、
第
二
冊
、
四
九
〇
頁
。

　
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
あ
い
だ
の
分
業
は
、
こ
う
し
て
陪
級
的
対
立
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
げ
れ
ど
も
、
階
級
的
対
立
の
母
斑

は
こ
こ
で
も
っ
き
ま
と
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
両
者
の
あ
い
だ
の
本
貫
的
な
杜
会
経
済
的
差
違
と
い
う
形
の
対
立
と
し
て
存
在
し

っ
づ
げ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
レ
ー
ニ
ン
は
、
　
「
国
家
の
完
全
な
死
減
の
経
済
的
基
礎
を
な
す
の
は
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
が



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

消
減
し
、
し
た
が
っ
て
現
在
の
杜
会
的
不
平
等
の
も
っ
と
も
重
要
な
源
泉
の
一
っ
が
消
減
す
る
よ
う
た
共
産
主
義
の
高
度
の
発
展
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
源
泉
と
い
う
の
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
的
所
有
へ
の
移
行
の
み
に
よ
っ
て
は
、
資
本
家
の
収
奪
の
み
に
・
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

は
、
た
だ
ち
に
絶
減
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
源
泉
な
の
で
あ
る
ｃ
」
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
　
「
階
級
の
完
全
な
絶
減
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

め
に
は
、
搾
取
者
を
、
地
主
と
資
本
家
を
打
倒
す
る
だ
げ
で
な
く
、
彼
ら
の
所
有
を
廃
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
…
肉
体
労
働
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

精
神
労
働
者
の
差
違
を
も
絶
減
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
の
も

と
で
の
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
あ
い
だ
の
分
業
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
、
階
級
的
対
立
の
母
斑
と
し
て
の
本
質
的
な
杜
会
経
済

的
差
違
を
ふ
く
む
の
か
。

　
　
（
２
４
）
　
匝
．
＝
．
自
ｏ
＝
；
戸
　
Ｏ
ｏ
工
雪
＝
ｏ
曇
含
－
弓
．
Ｎ
一
　
〇
↓
Ｐ
　
仁
』
ｏ
・

　
　
（
２
５
）
　
↓
婁
美
９
弓
．
８
一
〇
弓
．
ｃ
．
ｏ
．
ｏ
。
・

　
杜
会
主
義
生
産
に
お
い
て
は
、
国
民
経
済
、
部
門
、
企
業
、
職
場
な
ど
の
管
理
、
さ
ら
に
科
学
技
術
の
進
歩
は
も
っ
ぱ
ら
精
神
労

働
が
そ
の
に
な
い
手
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
直
接
的
生
産
過
程
で
の
労
働
は
ま
だ
ふ
っ
う
肉
体
労
働
か
ら
な
り
、
精
神
労
働
は
そ

の
部
分
的
な
い
し
は
付
加
的
要
素
と
し
て
、
一
定
の
範
囲
で
の
み
ふ
く
ま
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
生
産
力
の
発
展
段
階
に
あ

る
。
だ
か
ら
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
あ
い
だ
に
は
、
生
産
の
技
術
的
組
織
体
系
の
な
か
で
し
め
る
位
置
と
役
割
に
お
い
て
決
定

的
差
違
が
存
在
す
る
が
、
人
問
の
全
面
的
発
達
が
実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
杜
会
主
義
の
条
件
の
も
と
で
は
、
杜
会
成
員
は
精
神
労

働
と
肉
体
労
働
の
い
ず
れ
か
に
固
定
化
さ
れ
、
両
者
問
の
「
分
業
に
奴
隷
的
に
従
属
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
こ
で
の
問
魍
は
、
生
産
の
符
理
に
お
げ
る
精
仰
労
働
に
よ
る
生
産
手
段
の
利
用
と
、
直
接
的
生
産
過
程
に
お
げ
る
肉
体
労
働
に

よ
る
生
産
手
段
の
利
用
と
の
あ
い
だ
に
、
本
質
的
な
杜
会
経
済
的
意
味
を
も
っ
た
差
違
が
存
在
す
る
点
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
加

　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
六
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
六
五
二
）

者
は
、
国
民
経
済
、
部
門
、
企
業
、
職
場
な
ど
の
次
元
に
お
げ
る
、
全
人
民
的
所
有
の
も
と
に
あ
る
生
産
手
段
の
総
体
の
配
分
や
使

用
の
計
画
化
お
よ
び
管
理
を
意
味
す
る
の
に
た
い
し
て
、
後
者
は
、
前
者
に
よ
る
計
画
化
や
管
理
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
方
向
づ
げ
ら

れ
た
枠
内
に
お
け
る
、
全
人
民
的
所
有
の
も
と
に
お
か
れ
た
生
産
手
段
の
特
定
の
小
部
分
の
使
用
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で

あ
る
。
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
い
ず
れ
か
へ
の
杜
会
成
員
の
固
定
化
は
、
生
産
手
段
の
利
用
お
よ
び
生
産
過
程
で
し
め
る
位
置
お

よ
び
役
割
に
お
げ
る
両
者
間
の
本
質
的
杜
会
経
済
的
差
違
を
ふ
く
む
が
ゆ
え
に
、
杜
会
的
不
平
等
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神

労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
は
旧
杜
会
に
お
げ
る
階
級
的
対
立
の
遺
物
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
の
主
要

な
内
容
を
な
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
原
因
に
関
連
し
て
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
差
違
と
と
も
に
、
熟
練
労
働
と
非
熟
練
労
働
、
機
械
化

労
働
と
手
労
働
、
甫
労
働
と
軽
労
働
、
工
業
労
働
と
農
業
労
働
の
差
違
な
ど
、
お
よ
そ
考
え
う
る
労
働
の
差
違
は
す
べ
て
列
挙
し
、

こ
れ
ら
を
労
働
の
異
質
性
と
し
て
と
ら
え
た
う
え
で
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
一
っ
の
原
因
を
労
働
の
異
質
性
に
１
も
と
め
る
考
え

方
が
一
般
の
通
説
ら
し
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
の
異
質
性
が
単
な
る
技
術
的
差
違
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ぼ
、
そ

こ
に
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
原
因
を
も
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
労
働
の
異
質
性
が
本
質
的
な
杜
会
経
済
的
意
味
を
も
っ

た
差
違
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ぼ
、
そ
れ
は
杜
会
的
分
業
の
問
題
と
し
て
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
の
視
点
か
ら
把
握
し
な

お
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
な
ら
ぼ
、
以
上
で
の
べ
た
よ
う
に
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
こ
そ
が

決
定
的
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
熟
練
労
働
と
非
熟
練
労
働
の
差
違
そ
の
他
は
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
と
の
関
連
に

お
い
て
、
生
産
千
段
の
利
用
お
よ
び
生
産
過
程
に
お
げ
る
杜
会
成
員
の
杜
会
経
済
的
位
置
の
差
違
を
ふ
く
む
か
ぎ
り
で
、
　
「
個
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
の
内
容
を
な
す
も
の
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
Ｃ



（
２
６
）
　
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
に
あ
っ
て
も
、
　
「
重
労
働
と
軽
労
働
、
機
械
化
さ
れ
た
労
働
と
機
械
化
き
れ
な
い
労
働
、
熟
練
労
働
と
非
熟
練
労
働
、
工

　
業
労
働
と
炎
芙
労
働
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
、
箏
々
」
の
あ
い
だ
の
差
連
が
単
に
列
挙
さ
れ
、
労
働
の
典
貰
性
と
し
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
て

　
い
る
（
羊
一
台
ｃ
＝
勺
ｏ
ト
ｃ
ｏ
責
ｃ
＝
『
；
一
昌
…
呈
ｃ
冥
ｏ
ユ
〕
一
ａ
＝
宴
…
＝
８
貝
＝
彗
＝
ｏ
≦
戸
－
塞
９
ｏ
｛
．
ｃ
ｃ
Ｏ
Ｈ
ｌ
ｃ
ｃ
Ｓ
．
）
。
註
（
１
９
）
で
み
た
よ
う
に
、
ク

　
ロ
ン
ロ
ー
ド
は
労
働
の
異
貫
性
の
固
定
化
が
杜
会
的
不
平
等
を
意
味
す
る
こ
と
を
正
し
く
桁
摘
し
た
げ
れ
ど
も
、
そ
こ
で
精
神
労
働
と
肉
体
労

　
働
の
対
一
止
が
決
定
的
意
味
を
も
つ
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
な
か
っ
た
。

　
　
ポ
ク
ル
ィ
タ
ソ
ら
は
、
　
「
費
本
主
義
的
生
産
様
式
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
諸
時
代
か
ら
相
続
し
た
杜
会
的
分
業
お
よ
び
そ
れ
に
固
有
な
矛
盾

　
と
敵
対
閑
係
と
を
深
化
し
拡
大
す
る
」
こ
と
、
ま
た
「
精
神
労
働
の
肉
体
労
働
か
ら
の
分
離
を
完
成
し
、
労
働
者
の
労
働
を
あ
ら
ゆ
る
内
容
か

　
ら
解
放
す
る
」
こ
と
を
せ
っ
か
く
指
摘
し
て
い
な
が
ら
、
一
転
し
て
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
生
産
の
杜
会
化
は
「
小
生
産
の
絶
減
」
と
い
う

　
資
本
主
義
的
生
産
の
傾
向
を
規
定
す
る
反
面
、
　
「
杜
会
的
生
産
力
が
資
本
と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
資
木
主
義
は
小
生
座
を
完
全
に
絶
減
し
な

　
い
ぼ
か
り
か
、
そ
れ
を
再
生
康
す
る
」
と
い
う
限
界
を
も
っ
こ
と
に
注
口
し
、
そ
こ
か
ら
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷

　
的
従
属
」
の
閉
題
を
、
費
本
主
義
か
ら
う
け
っ
い
だ
「
手
労
働
や
生
産
の
手
動
的
方
法
の
い
ち
じ
る
し
い
の
こ
り
か
す
、
小
経
営
の
多
少
と
も

　
本
貫
的
た
の
こ
り
か
す
」
な
ど
、
　
「
小
生
産
の
の
こ
り
か
す
」
の
間
題
に
帰
着
さ
せ
、
そ
れ
が
杜
会
主
義
的
生
産
閑
係
に
お
げ
る
事
実
上
の
不

　
平
等
を
規
定
す
る
と
主
張
し
て
い
る
（
戸
コ
ｏ
る
雪
富
～
甲
宍
弓
胃
一
含
毒
一
甲
三
竃
毛
一
〇
〇
貝
墨
…
ａ
…
お
冥
竃
８
Ｑ
ｏ
富
¢
…
ｏ
ｏ
亭
｛
；

弓
肩
×
○
お
ス
竃
；
｛
畠
…
ざ
岩
軍
Ｓ
マ
ミ
ー
蜀
）
。

　
　
こ
こ
で
は
、
資
本
主
義
的
機
械
側
大
工
業
白
体
に
内
在
的
な
矛
盾
の
問
魎
が
、
機
械
制
大
工
業
と
小
生
産
の
桐
互
関
係
の
問
趣
に
い
つ
の
ま

　
に
か
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
本
貰
は
、
ま
さ
に
資
本
主
義
的
機
械
制
大
工
業
か
ら
生
じ
っ
っ
あ
る
も
の
と

　
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
小
生
産
の
継
承
の
問
魎
は
、
考
察
の
こ
の
次
元
で
は
捨
象
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
他
方
、
オ
ブ
ロ
ム
ス
カ
ヤ
の
よ
う
に
、
　
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
を
縮
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
に
完
全
に
箏
雌
し
て
、
　
「
熟

　
練
労
働
と
革
純
労
働
の
差
連
は
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
あ
い
だ
の
矛
爪
の
具
体
的
衣
現
の
一
っ
に
す
ぎ
な
い
」
と
み
な
す
兄
解
も
あ
る

（
＝
．
０
３
ｏ
彗
套
一
姜
↓
｛
一
彗
・
竃
二
…
罵
宅
８
国
昌
＝
○
ｏ
掌
－
賢
ｏ
＝
９
…
８
§
窒
↓
雪
ｏ
勺
；
８
…
彗
妻
饒
．
宕
軍
Ｓ
ｐ
ご
。
し

　
か
し
、
撚
練
労
働
と
非
熟
練
労
働
の
羨
連
は
主
と
し
て
肉
体
労
働
白
体
の
な
か
に
作
在
す
る
差
連
で
あ
り
、
締
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
の

　
某
木
的
内
谷
を
な
す
、
生
帖
の
符
理
と
心
楼
的
生
産
逃
程
で
の
労
働
と
の
あ
い
だ
の
分
業
の
火
汎
で
は
な
い
。

　
　
こ
の
点
マ
イ
エ
ル
は
、
　
「
杜
会
主
義
一
」
固
有
な
杜
会
的
分
業
は
：
…
・
何
よ
り
も
ま
ず
締
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
本
賃
的
差
連
に
よ
っ
て
：
・
・

杜
会
主
義
的
分
配
閑
係
の
本
賃
に
つ

い
て
（
小
野
）

五
九
　
（
六
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
六
五
四
）

　
　
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
彼
は
こ
の
ほ
か
「
都
市
と
農
村
の
本
質
的
差
違
」
を
並
記
し
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
「
労
働
に
お
う
じ
た

　
　
分
配
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
的
所
有
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的
形
態
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
依
存
し
な
い
で
、
い
か
な
る
杜
会
主

　
　
義
社
会
に
も
固
有
な
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
本
質
的
差
違
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
」
と
し
て
、
杜
会
主
義
的
所
有
の
二
彩
態
と
結
合
し
た
都

　
　
市
と
農
村
の
差
違
の
間
題
を
捨
象
す
る
必
要
性
を
、
明
確
に
強
調
し
て
い
る
（
匝
・
峯
註
Ｏ
Ｐ
エ
突
昌
Ｏ
写
売
団
○
弓
０
９
；
８
勺
…
雪
弓
責
弓
雪
…

　
　
ｃ
・
蓑
Ｑ
…
・
＝
曇
＝
君
・
婁
昌
嚢
９
。
、
彗
℃
・
９
；
昌
；
毒
・
蔓
。
一
、
９
、
。
姜
，
、
し
§
二
弓
勺
』
．
・
。
Ｎ
・
一
。

　
以
上
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
、
お
よ
び
そ
の
主
要
な
要
素
で
あ
る
精

神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
は
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
お
げ
る
不
平
等
の
内
容
を
な
し
、
し
た
が
っ
て
、
杜
会
主
義
的

分
配
関
係
に
お
げ
る
不
平
等
を
規
定
す
る
原
因
は
、
こ
の
な
か
に
も
と
め
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
欲
望
に
お

う
じ
た
分
配
へ
の
移
行
の
条
件
と
し
て
、
　
「
個
人
が
分
業
に
奴
隷
的
に
従
属
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
ま
た
清
神
労

働
と
肉
体
労
働
の
対
立
が
消
漢
す
る
こ
と
を
ふ
か
竺
い
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
こ
と
が
婁
に
生
産
手
段
の
杜
会

主
義
的
所
有
に
お
け
る
旧
杜
会
の
母
斑
と
し
て
の
、
そ
の
利
用
に
お
げ
る
事
実
上
の
不
平
等
の
消
減
の
内
容
を
な
す
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
　
（
２
７
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
篶
、
　
一
九
頁
。

　
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
お
け
る
不
平
等
の
契
機
は
、
平
等
の
契
機
と
の
相
互
関
係
に
お
い
て
、
後
老
の
主
導
性
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

で
の
統
一
を
形
成
す
る
・
す
で
に
み
た
よ
う
に
ー
、
生
産
手
段
の
所
有
に
お
げ
る
平
等
の
契
機
こ
そ
が
共
産
主
義
杜
会
の
そ
れ
白
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

恥
賂
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
平
等
の
契
機
は
こ
の
平
等
と
い
シ
共
礎
の
う
え
に
、
そ
の
枠
内
で
く
っ
っ
い
て
い
る
旧
杜
会

小
｝
ル
に
す
ぎ
た
い
つ
平
箏
と
不
平
箏
と
い
う
二
っ
の
契
機
は
け
っ
し
て
平
行
し
て
作
花
す
ろ
も
の
で
は
な
く
、
仙
者
の
主
導
性
の

も
と
に
お
い
て
矛
爪
を
ふ
く
ん
だ
統
一
を
形
成
す
る
の
で
あ
っ
て
、
仙
者
の
決
定
的
役
剖
の
も
と
で
の
こ
の
矛
盾
の
解
決
は
、
漸
次



的
移
行
と
い
う
形
で
の
共
産
主
義
へ
の
質
的
飛
躍
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　
　
（
２
８
）
　
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
は
、
社
会
主
義
的
所
有
に
お
け
る
「
経
済
的
平
等
と
不
平
作
の
要
素
の
統
一
に
お
い
て
、
主
導
的
役
割
は
ま
さ
に
平
等
に

　
　
属
す
る
」
こ
と
、
ま
た
平
辱
の
主
導
性
こ
そ
が
、
　
「
共
産
主
義
の
第
一
段
陪
と
第
二
の
よ
り
高
度
な
段
階
の
基
本
的
生
産
閑
係
を
統
一
す
る
決

　
　
定
的
特
徴
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
と
・
一
台
９
弓
○
き
　
○
昌
Ｏ
雲
Ｏ
Ｏ
弓
昌
竃
Ｏ
暮
↓
目
Ｏ
…
鳥
Ｏ
…
Ｏ
Ｅ
Ｏ
＝
罵
ミ
。
。
竃
彗
雲
＝
一
弓
冥
姜

　
　
墨
竃
＝
旨
宮
美
望
勇
８
員
＝
與
畠
婁
ゲ
。
。
饒
Ｏ
弓
○
Ｏ
匡
実
昌
９
…
含
、
、
一
き
ト
岩
竃
一
〇
｛
・
Ｈ
亡
．
）
。
　
彼
は
ま
た
、
平
等
の
主
導
性
が
「
基
本

　
　
的
生
産
関
係
に
お
け
る
敵
対
的
矛
盾
の
不
在
を
規
定
す
る
。
」
と
の
べ
て
い
る
が
（
同
ホ
）
、
こ
こ
に
は
、
平
等
の
主
導
性
が
保
障
さ
れ
な
い
ぱ

　
　
あ
い
に
は
、
平
等
と
不
平
等
の
二
っ
の
契
機
の
あ
い
だ
の
非
敵
対
的
矛
盾
は
、
敵
対
的
矛
盾
に
転
化
す
る
可
能
性
が
発
生
す
る
と
い
う
含
蓄
が

　
　
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
註
（
１
５
）
で
言
及
し
た
彼
の
主
張
な
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
っ
ら
た
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
は
共
産
主
義
的
分
配
関
係
に
成
長
転
化
す
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
お

げ
る
平
等
と
不
平
等
の
二
っ
の
契
機
を
基
礎
と
す
る
、
分
配
関
係
に
お
け
る
平
等
と
不
平
等
と
は
、
こ
こ
で
も
前
者
の
主
導
性
の
も

と
に
統
一
さ
れ
る
。
だ
が
、
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
お
け
る
不
平
等
は
、
ど
の
よ
う
に
分
配
に
お
け
る
不
平
等
を
規
定
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
杜
会
主
義
の
も
と
に
お
い
て
分
配
が
牛
産
に
よ
っ
て
槻
定
さ
れ
る
と
い
う
認
識
は
、
　
「
分
紀
は
、
そ
れ
が
純
経
済
的
な
考
慮
に
も

と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
生
産
の
利
益
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
認
識
、
そ
し
て
、
生
産
を
も
っ
と
も
よ

く
促
進
す
る
も
の
は
、
杜
会
の
す
べ
て
の
成
貝
に
そ
の
能
力
を
で
き
る
だ
け
全
而
的
に
発
迷
さ
せ
、
維
持
し
、
行
使
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

す
る
分
配
様
式
で
あ
る
と
い
う
認
識
」
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
休
、
産
壬
・
股
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
お
げ
る
平
等
と
不
平
等
の
契
機
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、

っ
て
規
定
さ
れ
る
分
配
様
式
は
、
同
時
に
杜
会
主
義
的
生
産
を
も
っ
と
も
よ
く
促
進
す
る
分
耐
様
式
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
の

　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
六
五
五
）
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六
二
　
（
六
五
六
）

よ
う
な
照
応
関
係
は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
労
働
主
体
に
お
け
る
労
働
の
性
格
と
分
配
方
法
と
の
相
互
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
（
２
９
）
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
」
、
第
二
冊
、
三
七
二
頁
。

　
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
生
産
手
段
を
共
有
し
搾
取
を
う
け
な
い
自
由
な
労
働
者
の
労
働
は
、
自
己
自
身
の
た
め
の
、
同
時
に
ま
た

全
杜
会
の
た
め
の
労
働
へ
の
白
発
的
な
志
向
を
内
蔵
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
白
覚
さ
れ
た
労
働
へ
の
志
向
は
、
労
働
の
創
造
性
と
共

同
労
働
の
あ
た
ら
し
い
規
律
の
た
え
ま
な
い
発
展
に
み
ち
び
く
。
労
働
自
身
に
内
生
的
な
労
働
へ
の
道
徳
的
関
心
に
よ
っ
て
よ
び
お

こ
さ
れ
る
、
自
覚
さ
れ
た
創
造
的
な
労
働
は
、
そ
れ
自
身
の
な
か
に
道
徳
的
関
心
の
充
足
を
ふ
く
む
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
人
問
の

　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

「
第
一
の
生
活
欲
求
」
と
し
て
の
労
働
の
性
格
を
ひ
め
て
い
る
。
杜
会
主
義
の
も
と
に
お
い
て
は
、
労
働
の
生
活
欲
求
へ
の
転
化
の

過
程
が
は
じ
ま
り
進
行
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
３
０
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
箏
、
　
一
九
頁
。

　
生
産
手
段
の
全
人
民
的
所
有
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
ま
っ
た
く
あ
た
ら
し
い
労
働
に
た
い
す
る
道
徳
的
関
心
の
発

生
と
発
展
に
っ
い
て
は
、
ソ
連
邦
そ
の
他
の
杜
会
主
義
諾
因
に
お
げ
る
大
規
棋
な
大
衆
的
杜
会
主
義
娩
争
の
運
動
が
、
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
早
く
も
戦
時
共
産
主
義
の
時
期
に
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
土
曜
労
働
の
な
か
に
「
杜
会
の
た
め
の
無
償
労
働
」
、

「
白
発
的
な
労
働
」
、
「
全
体
の
利
益
の
た
め
に
働
ら
く
と
い
う
習
性
に
も
と
づ
く
、
全
体
の
利
益
の
た
め
の
労
働
の
必
要
性
に
た
い

す
る
自
覚
的
な
（
習
性
と
な
っ
た
）
態
皮
に
も
と
づ
く
労
働
」
、
「
健
康
な
身
体
の
欲
求
と
し
て
の
労
働
」
と
し
て
の
「
よ
り
せ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

い
、
よ
り
厳
密
な
意
味
で
の
共
産
主
義
的
労
働
」
の
「
火
際
の
遂
行
」
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
（
３
１
）
団
・
＝
・
皇
彗
一
〇
・
一
…
…
；
二
．
負
；
．
§
．



　
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
お
げ
る
平
等
の
契
機
は
、
労
働
主
体
に
お
げ
る
共
産
主
義
的
な
労
働
の
性
格
を
規
定
す
る
が
、

生
産
手
段
の
所
有
に
お
げ
る
事
実
上
の
不
平
等
は
、
そ
の
成
熟
度
を
制
約
せ
ず
に
は
い
な
い
。
　
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」

お
よ
び
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
生
産
過
程
に
お
げ
る
杜
会
成
員
の
位
置
お
よ
び
役
割
に
本
質
的

差
違
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
ま
た
、
労
働
の
技
術
的
性
質
に
関
連
し
て
、
創
造
性
、
内
容
性
、
労
働
主
体
に

た
い
す
る
吸
引
力
、
労
働
条
件
な
ど
に
っ
い
て
の
決
定
的
な
差
違
が
存
在
す
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
　
「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的

従
属
」
は
こ
の
よ
う
な
差
違
を
個
々
の
杜
会
成
員
問
の
不
平
等
と
し
て
固
定
化
す
る
か
ら
、
「
能
力
に
お
う
じ
て
働
ら
く
」
と
い
う

「
労
働
の
平
等
」
に
は
、
実
は
労
働
の
性
質
や
条
件
に
っ
い
て
の
不
平
等
が
「
能
力
に
お
う
じ
て
」
く
っ
っ
い
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
労
働
の
性
質
や
条
件
に
っ
い
て
不
平
等
が
存
在
す
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
は
、
個
々
の
杜
会
成
員
の
労
働
に
た
い
す
る
態
度
に

差
違
が
生
ず
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
自
己
の
た
め
の
労
働
と
杜
会
の
た
め
の
労
働
と
の
あ
い
だ
に
は
一
定
の
矛

盾
が
存
在
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
っ
ま
り
、
労
働
白
身
に
内
生
的
な
労
働
に
た
い
す
る
道
徳
的
関
心
は
十
分
成
熟
し
た
も
の
と
は
な
ら

な
い
し
、
労
働
は
生
活
の
第
一
欲
求
に
は
ま
だ
転
化
し
き
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
労
働
主
体
に
お
げ
る
労
働
の
性
格
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

単
な
る
生
活
の
手
段
と
し
て
の
性
格
を
な
お
多
分
に
蔵
し
て
い
る
と
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
（
３
２
）
　
こ
の
点
に
っ
い
て
、
フ
ィ
グ
ル
ノ
フ
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
「
共
膿
主
義
的
労
働
の
嚇
芽
」
が
発
生
す
る
が
、
　
「
大
多
数
の
人
に
と

　
　
　
っ
て
は
労
働
は
な
お
牛
活
の
策
一
欲
求
に
帖
化
し
て
い
な
い
で
、
主
と
し
て
た
だ
牛
沽
手
段
の
源
泉
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
」
と
の
べ
て
い
る

　
　
一
〇
・
今
、
書
、
・
団
・
麦
…
竃
毫
き
姜
当
…
…
；
・
責
：
毒
勺
…
；
。
８
Ｑ
・
…
§
…
…
一
；
言
套
萎
；
Ｏ
０
９

　
　
Ｈ
８
Ｐ
８
Ｐ
き
・
）
。
だ
が
同
時
に
、
マ
ネ
ヴ
イ
ツ
チ
の
い
う
よ
う
に
、
「
何
百
何
千
万
と
い
う
ソ
ビ
ェ
ト
人
に
と
っ
て
、
労
働
は
ま
す
ま
す
生

　
　
活
の
欲
求
と
な
り
つ
つ
あ
る
」
（
両
・
ン
ご
＝
畠
＝
。
ｒ
　
Ｃ
ｏ
｛
き
○
…
竃
Ｐ
き
畠
＝
８
号
○
ヲ
三
団
コ
「
○
≦
・
冒
Ｈ
＝
ｏ
＝
＝
○
ｏ
…
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ア
Ｈ
８
ボ
ｏ
｛
・
ｏ
ｏ
・
）

　
　
こ
と
を
正
当
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
籔
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
六
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
六
五
八
）

　
労
働
主
体
に
お
げ
る
労
働
の
共
産
主
義
的
性
格
の
未
成
熟
性
は
、
道
徳
的
関
心
に
も
と
づ
く
労
働
に
た
い
す
る
内
生
的
刺
激
が
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、

だ
十
分
成
熟
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
を
も
っ
と
も
よ
く
促
進
す
る
た
め
に
は
、
労
働
に
・
た
い
す
る

朴
生
昨
迩
掛
弥
朴
齢
は
、
労
働
主
体
に
と
っ
て
な
お
多
分
に
単
な
る
生
活
手
段
で
あ
る
と
い
う
、
労
働
の
性
格
に
照
応
し
た
刺
激
に

よ
っ
て
枠
赤
む
か
か
必
要
が
生
ず
る
。
そ
の
よ
う
な
補
完
は
、
共
同
労
働
へ
の
参
加
の
結
果
と
し
て
個
人
が
う
げ
と
る
生
活
手
段
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

量
に
た
い
す
る
、
労
働
自
体
に
た
い
し
て
は
外
生
的
な
物
質
的
関
心
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
る
。

　
レ
ー
ニ
ソ
は
、
「
直
接
に
熱
情
の
う
え
に
で
は
な
く
、
偉
大
な
革
命
に
よ
っ
て
う
ま
れ
た
熱
情
の
助
げ
を
か
り
て
、
個
人
的
利
益

の
う
え
に
、
個
人
的
関
心
の
う
え
に
、
経
済
計
算
制
の
う
え
に
、
小
農
民
の
国
に
お
い
て
国
家
資
本
主
義
を
つ
う
じ
て
杜
会
主
義
に

い
た
る
堅
固
な
橋
を
っ
く
る
た
め
に
、
ま
ず
働
ら
き
た
ま
え
。
そ
う
し
な
げ
れ
ば
、
あ
な
た
方
は
共
産
主
義
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

な
い
だ
ろ
う
し
、
何
百
何
千
万
の
人
を
共
産
主
義
へ
と
み
ち
び
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
」
と
の
べ
て
い
る
一
こ
こ
で
は
レ
ー
ニ

ソ
は
、
直
接
的
に
は
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
つ
い
て
、
し
か
も
「
小
農
民
の
国
」
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
が
、
上
述
の
よ
う
な
意
味
で
、
レ
ー
ニ
ン
の
こ
の
言
葉
は
、
杜
会
主
義
段
階
に
た
い
し

て
も
一
般
的
な
妥
当
性
を
も
っ
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
鎚
）
　
団
．
＝
．
自
ｏ
…
自
戸
　
Ｏ
ｏ
圭
三
２
自
ヨ
一
　
弓
．
○
ｃ
ｃ
ｃ
一
〇
↓
℃
．
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ｃ
９

　
労
働
に
た
い
す
る
道
徳
的
関
心
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
道
徳
的
刺
激
は
、
物
賃
的
閑
心
な
い
し
刺
激
と
の
統
一
に
お
い
て
、

は
じ
め
て
生
産
を
も
っ
と
も
よ
く
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
本
来
向
者
は
敵
対
的
対
立
閑
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
物

質
的
関
心
は
、
そ
の
対
象
が
、
ま
さ
に
牛
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
に
お
げ
る
平
等
の
契
機
に
よ
っ
て
共
本
的
に
規
定
さ
れ
る
、

全
杜
会
成
員
の
物
質
的
文
化
的
福
祉
の
向
上
と
全
面
的
発
達
に
み
ち
び
く
よ
う
な
、
生
産
物
の
取
得
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
に



お
い
て
、
同
時
に
労
働
に
た
い
す
る
道
徳
的
関
心
の
成
熟
を
さ
さ
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
両
者
の
統
一
に
お
い
て
、
物
質
的
関
心

な
い
し
は
刺
激
が
主
導
性
を
有
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
。

　
労
働
に
た
い
す
る
物
質
的
関
心
は
生
産
に
お
げ
る
不
平
等
の
契
機
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
道
徳
的
関
心
と
の
統
一

に
お
い
て
、
煎
要
で
は
あ
る
が
補
完
的
な
側
面
を
な
す
に
と
ど
ま
る
。
物
質
的
関
心
は
労
働
に
た
い
す
る
労
働
主
体
の
態
度
に
お
げ

る
旧
杜
会
の
最
斑
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
過
度
の
強
調
は
、
す
べ
て
の
杜
会
成
員
の
福
祉
と
全
面
的
発
達
と
い
う
、
杜
会
主
義
的
生

産
の
目
的
に
お
げ
る
平
等
の
契
機
を
破
壊
し
か
ね
な
い
よ
う
な
、
生
産
物
の
個
人
的
坂
得
と
個
人
的
享
楽
へ
の
志
向
を
助
長
し
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
の
第
一
欲
求
へ
の
労
働
の
転
化
の
基
礎
を
掘
り
く
ず
す
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
物
質
的
関
心
の
過
度
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

調
は
、
共
産
主
義
へ
の
漸
次
的
成
長
の
方
向
に
そ
っ
て
、
生
産
を
も
っ
と
も
よ
く
促
進
す
る
よ
う
な
分
配
方
法
に
照
応
す
る
も
の
と

　
　
　
　
（
３
４
）

は
い
え
な
い
。

（
３
４
）
　
ソ
連
邦
で
は
、
た
と
え
ぼ
パ
ヴ
ロ
フ
の
よ
う
に
、
　
「
労
働
に
た
い
す
る
遣
徳
的
刺
激
の
意
義
は
、
共
産
主
義
へ
の
前
逃
に
と
も
な
っ
て
ま

　
す
ま
す
坤
大
す
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
　
「
共
産
主
義
祉
会
の
発
腿
の
杜
会
主
義
的
段
階
で
は
、
労
働
に
た
い
す
る
物
貫
的
刺
激
が
決
定
的
役
割

　
を
汰
ず
る
」
と
し
て
、
む
し
ろ
物
町
的
刺
激
の
方
を
強
調
す
る
傾
向
が
強
い
（
コ
．
コ
竃
き
Ｐ
０
８
毛
畠
＝
…
竃
弓
｛
畠
自
７
＝
匡
×
＝
ど
Ｏ
℃
彗
７

…
×
Ｏ
…
５
、
き
＝
；
享
台
一
、
。
雰
弓
Ｏ
Ｐ
・
二
竃
｛
婁
…
〈
童
，
．
一
き
ト
宕
貫
Ｓ
Ｐ
・
。
べ
．
）
。

　
ま
た
ラ
プ
テ
ィ
ン
の
よ
う
に
、
　
「
礼
会
主
義
お
土
び
共
睦
主
義
を
建
設
し
て
い
る
杜
会
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
と
は
こ
と
な
り
、
個
人
的

　
な
物
貫
的
閑
心
は
〔
己
〔
的
で
は
な
く
、
礼
会
的
生
｛
の
動
力
の
一
つ
で
あ
り
、
勤
労
者
の
禍
祉
向
上
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
」
（
き
．
自
與
甲

…
＝
一
甲
＝
…
の
…
＝
Ｏ
竃
↓
｛
＝
冒
；
匡
×
＝
ン
一
〇
君
亭
＝
匡
×
Ｏ
…
宝
｛
婁
一
く
↓
睾
ｂ
ざ
岩
Ｓ
一
〇
｛
。
ミ
．
）
と
し
て
、
「
牛
産
の
物
鷲
的
刺
激

　
と
道
徳
的
刺
激
の
両
考
の
有
機
的
統
一
と
椚
九
視
定
作
に
お
け
る
企
而
的
准
映
」
（
ま
‘
美
９
ｏ
；
．
ミ
．
）
を
強
調
し
っ
っ
も
、
両
者
の
統
一

　
に
お
け
る
主
導
作
に
っ
い
て
は
不
明
確
な
上
張
が
多
い
。

　
し
か
し
、
　
「
い
か
な
る
貨
金
支
川
の
州
大
も
、
そ
れ
〔
体
で
は
、
企
茉
の
沽
動
の
改
善
を
ま
っ
た
く
保
咋
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
初
ホ

　
社
会
主
義
的
分
剛
閉
係
の
木
貫
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
六
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
六
六
〇
）

　
　
的
な
真
理
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
自
分
た
ち
が
あ
や
ま
っ
て
理
解
し
て
い
る
『
物
質
的
関
心
』
だ
け
を
信
じ
、
こ
れ
に
期

　
　
待
す
る
働
ら
き
手
た
ち
は
、
食
客
的
気
分
の
と
り
こ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
弱
点
を
、
彼
ら

　
　
　
の
手
持
ち
の
す
べ
て
の
て
こ
を
利
用
で
き
な
い
と
い
う
無
能
力
さ
を
暴
露
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
と
い
う
『
杜
会
主
義
労
働
』
誌
の
指
摘

　
　
も
み
ら
れ
る
一
〇
毒
富
毒
彗
｛
・
量
妻
：
｛
曇
姜
蔓
｛
冨
＝
ｏ
…
－
、
、
Ｏ
暮
竃
彗
毒
竃
：
董
、
、
・
客
・
。
二
§

　
　
ｏ
↓
？
ｏ
・
）
。

　
杜
会
主
義
的
分
配
に
お
け
る
旧
杜
会
の
母
斑
と
物
質
的
関
心
と
は
、
と
も
に
生
産
手
段
の
杜
会
主
義
的
所
有
、
し
た
が
っ
て
ま
た

生
産
過
程
に
１
お
け
る
事
実
上
の
不
平
等
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ぼ
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
が
存
在
す
る

の
だ
ろ
う
か
・
物
質
的
関
心
の
必
然
性
は
生
産
に
お
げ
る
不
平
等
の
契
機
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
に
お

う
じ
た
分
配
が
そ
の
原
因
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
物
質
的
関
心
の
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
な
い
し
は
労
働

が
生
活
の
第
一
欲
求
に
ま
だ
十
分
に
は
転
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
原
因
の
一
っ
で
あ
る
と
い
う
通
説
も

正
し
く
な
い
・
そ
の
よ
う
な
労
働
の
性
格
は
、
労
働
の
結
果
に
た
い
す
る
物
質
的
関
心
を
な
ん
ら
か
の
意
味
で
刺
激
す
る
よ
う
な
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

配
方
法
の
必
要
性
を
、
一
、
駄
航
…
規
定
す
る
と
し
て
も
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
労
働
に
・
た
い
す
る
物
質
的
刺
激
の
特
殊
的
基
準
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
ま
さ
に
分
配
方
法
自
体
の
な
か
に
・
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
３
５
）
　
た
と
え
ば
ヴ
ェ
セ
ル
コ
フ
は
、
　
「
物
質
的
関
心
の
利
用
の
必
要
性
は
…
…
何
よ
り
も
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
法
則
に
、
規
定
さ
れ
て

　
　
　
い
る
ご
と
表
し
て
い
る
が
一
号
零
。
彗
套
三
毒
勺
…
…
一
８
…
｛
毫
墨
…
・
妻
崔
貝
…
；
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
し
ｏ
§
。
、
？
５
、

　
　
オ
ブ
ロ
ム
ス
カ
ヤ
の
い
う
よ
う
に
・
　
「
物
貫
的
関
心
は
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
法
則
を
っ
う
じ
て
実
批
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
必
要
性
は

　
　
分
配
方
江
に
よ
っ
て
は
説
閉
さ
れ
え
な
い
」
　
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
；
．
○
い
）
ｏ
‘
ｏ
竃
ぎ
≠
竃
｛
＝
；
…
窒
墨
…
；
｛
８
０
墨
＝
＝
ｏ
ｏ
；
１
実
９

　
　
；
…
・
婁
：
葦
・
｛
…
８
；
…
妻
曽
し
Ｏ
軍
；
．
岬
．
ご
。

　
　
　
だ
が
彼
女
は
、
そ
の
理
山
と
し
て
、
分
配
自
体
が
、
　
「
杜
会
主
義
の
も
と
で
は
欲
里
に
お
う
じ
た
分
配
に
は
な
お
不
十
分
な
杜
会
的
総
生
産



　
　
物
、
お
よ
び
労
働
へ
の
物
質
的
関
心
の
創
造
の
必
要
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
」
（
↓
婁
美
９
　
弓
Ｐ
９
）
こ
と
を
付
加
し
て
お
り
、
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
ス
ク
ワ
大
学
経
済
学
部
編
の
教
科
書
も
、
　
「
労
働
が
箪
一
の
生
活
欲
求
に
ま
だ
な
ら
な
い
あ
い
だ
は
、
生
産
の
結
果
は
労
働
に
お
う
じ
て
分
配

　
　
　
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
」
（
禾
毛
ｏ
昌
…
畠
き
臭
ｏ
饒
。
・
竃
目
畠
…
一
弓
・
ド
　
Ｏ
○
…
彗
竃
一
き
　
宕
竃
一
。
弓
？
Ｈ
署
・
）
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
労
働

　
　
　
の
性
格
に
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
の
醤
を
と
め
て
い
る
。
ソ
連
邦
科
学
院
の
経
ぷ
教
科
書
に
っ
い
て
み
て
も
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配

　
　
　
の
原
因
と
し
て
、
市
い
分
業
の
遮
物
と
な
ら
ん
で
、
　
「
経
済
お
よ
び
人
間
の
意
識
の
た
か
の
資
本
主
義
の
遺
物
と
結
び
つ
い
た
、
労
働
に
た
い

　
　
　
す
る
働
ら
き
手
の
態
度
に
差
異
が
あ
る
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
コ
○
畠
畠
需
冥
竃
実
皇
Ｏ
竃
雪
・
工
Ｏ
，
Ｃ
。
。
Ｏ
、
。
。
宝
・
。
ぎ
　
Ｈ
８
ド
。
、
Ｐ

　
　
睾
◎
．
邦
訳
「
経
済
学
教
科
書
」
策
四
版
、
合
同
出
版
杜
、
八
八
一
頁
）
。

　
　
　
　
こ
の
よ
う
た
通
説
に
た
い
し
て
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
は
、
「
個
人
的
物
貫
的
刺
激
の
必
要
性
」
か
ら
、
「
そ
う
し
た
刺
激
が
労
働
に
お
う
じ
た
分
配

　
　
　
の
形
を
と
ら
ね
窪
婁
い
と
い
う
こ
と
に
は
、
決
し
て
な
定
い
一
と
し
、
さ
ら
に
、
「
杜
会
主
義
の
条
件
の
も
と
で
は
、
個
人
的
物
謁

　
　
　
刺
激
・
個
人
的
物
質
簡
心
は
、
特
殊
的
杜
会
主
藷
形
態
、
す
な
わ
嘉
働
に
お
う
じ
た
個
人
的
分
配
と
い
う
形
態
で
の
み
可
能
で
あ
る
一

　
　
　
と
表
し
て
い
る
§
菅
毫
ト
Ｃ
・
買
。
亭
；
・
畠
畠
婁
き
套
・
冬
…
８
貝
§
雪
・
。
冬
二
葦
。
、
勺
・
塞
、
§
・
一
。

　
　
　
　
こ
の
指
摘
は
・
労
働
に
言
じ
た
分
配
と
い
う
形
態
を
は
み
で
る
よ
う
な
物
質
的
刺
激
は
、
杜
会
主
藷
分
配
に
固
有
を
の
で
は
な
く
、

　
　
　
し
た
が
っ
て
杜
会
主
義
的
生
産
の
震
を
も
っ
と
圭
く
促
逃
す
る
も
の
と
は
な
ら
ず
、
逆
に
こ
れ
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
主
張
を

　
　
　
ふ
く
む
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
「
分
配
は
・
生
産
物
の
分
配
で
あ
る
ま
え
に
、
（
１
）
生
産
用
具
の
分
配
で
あ
り
、
（
２
）
同
じ
関
係
の
よ
り
た
ち
い
っ
た
規
定
で
は

あ
る
が
・
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
生
産
へ
の
杜
会
成
員
の
分
配
で
あ
る
。
（
一
定
の
生
座
関
係
の
も
と
に
個
人
を
包
供
す
る
こ
と
。
）
生
産
物

の
分
配
は
・
あ
き
ら
か
に
、
生
産
過
程
そ
の
も
の
の
内
部
に
ふ
く
ま
れ
て
い
て
生
産
の
仕
組
を
規
定
し
て
い
る
こ
う
い
う
分
配
の
結

果
に
す
ぎ
な
■
と
す
る
な
ら
ぼ
・
杜
会
主
義
的
分
配
方
法
の
傍
は
、
個
・
の
労
働
主
体
に
お
げ
る
労
働
の
共
産
主
誘
性
格
の

未
成
熟
性
で
は
な
く
・
生
産
に
お
げ
る
杜
会
於
卦
阯
小
附
豚
に
ふ
く
ま
れ
る
平
等
の
未
成
熟
性
の
な
か
に
も
と
め
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

「
個
人
の
分
業
へ
の
奴
隷
的
従
属
」
お
よ
び
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
対
立
こ
そ
が
、
　
「
個
人
の
天
分
が
不
平
等
で
あ
り
、
し
た
が

　
　
　
　
杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
貫
に
つ
い
て
（
小
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
六
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
策
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
六
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

っ
て
給
付
能
力
が
不
平
等
で
あ
る
こ
と
を
、
う
ま
れ
な
が
ら
の
特
権
と
し
て
暗
黙
の
う
ち
に
承
認
し
て
い
る
」
よ
う
な
分
配
方
法
、

す
な
わ
ち
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
に
ふ
く
ま
れ
る
旧
杜
会
の
母
斑
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
３
６
）
　
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
」
、
三
〇
六
頁
。

　
　
（
３
７
）
　
マ
ル
ク
ス
「
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
」
、
前
掲
書
、
　
一
八
頁
。

　
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
が
労
働
の
結
果
に
た
い
す
る
個
人
的
物
質
的
関
心
を
刺
激
す
る
の
は
、
個
人
的
に
坂
得
さ
れ
る
生
産
物
の

量
が
労
働
に
お
う
じ
て
変
化
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
は
、
道
徳
的
刺
激
の
主
導
性
の
も
と
で
、
そ

れ
と
結
合
さ
れ
た
物
質
的
刺
激
に
基
準
を
あ
た
え
、
そ
の
か
ぎ
り
で
こ
れ
を
保
障
す
る
わ
げ
で
あ
っ
て
、
こ
の
機
能
を
っ
う
じ
て
労

働
に
お
う
じ
た
分
配
は
、
生
産
の
増
大
と
労
働
生
産
性
の
向
上
、
生
産
の
質
的
指
標
の
改
善
、
生
産
者
の
資
格
や
熟
練
度
の
向
上
、

杜
会
主
義
的
労
働
規
律
の
強
化
を
促
進
す
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
労
働
に
お
う
じ
た
分
配
は
、
労
働
に
た
い
す
る
物
質
的
刺
激

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

機
能
を
内
蔵
す
る
の
で
あ
っ
て
、
精
神
的
刺
激
の
主
導
性
の
も
と
で
の
こ
の
機
能
の
ゆ
え
に
、
共
産
主
義
に
向
っ
て
そ
の
生
産
力
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

基
礎
を
し
だ
い
に
創
造
し
、
人
問
の
全
面
的
発
達
を
う
な
が
す
方
向
で
、
生
産
を
も
っ
と
も
よ
く
促
進
す
る
の
で
あ
る
。
労
働
に
お

う
じ
た
分
配
は
単
に
分
肥
関
係
を
規
制
す
る
原
則
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
に
お
げ
る
平
等
の
未
成
熟
性
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
　
「
形
式
的
平
等
か
ら
事
実
上
の
平
等
へ
」
の
転
化
を
規
制
す
る
、
杜
会
主
義
の
板
要
な
経
済
法
則
を
な
す
も
の

と
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。


